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佐渡南西沖における最上部更新統海底谷堆積物中の砂層分布予測

Delineation of the distributions of sand bodies in the offshore Sado Island,
Japan
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日本海側油･ガス田地域の西方に位置する富山湾から佐渡島にかけての深海域には、厚い堆積物
が認められている。既存の二次元地震探査データより確認された、大規模な背斜構造である海鷹
海脚および上越海丘に対し、2001年に通商産業省(現・経済産業省)によって三次元地震探査を含
む基礎物理探査「佐渡沖南西」が実施された。さらに2004年には、海鷹海脚の炭化水素ポテン
シャル調査を目的として基礎試錐「佐渡南西沖」が掘削された。
これらの調査は、在来型の炭化水素の探鉱を目的として行われていたが、メタンハイドレートの
存在を示唆するBSR(Bottom Simulating Reflector：海底擬似反射面)が地震探査データ上にて確
認されたこと、さらに基礎試錐の事前海底土質調査にて塊状のメタンハイドレートが採取された
ことから、本地域でのメタンハイドレート調査が開始された。
本研究ではメタンハイドレート資源開発研究コンソーシアムよるメタンハイドレート資源量評価
作業の一環として、佐渡沖における地震探査データの解釈を行った。特に砂がより卓越している
と考えられる更新統灰爪層内の海底谷堆積物を対象とし、海底谷内のチャネルや氾濫原等の堆積
相をイメージングした。確認された海底谷内の河川の流路の分布を元に、メタンハイドレート濃
集帯や賦存層となり得る砂層の分布を予測した。
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